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【キーワード】 赤坂憲雄 Norio Akasaka  天皇制 Tenno System   
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が 7 世紀末から 8 世紀にかけて宮廷で進行したのかについて、溝口は当時の国際情勢と国内情勢と
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の理由とされている。3 世紀中葉の箸墓古墳（卑弥呼の墓とされる）～ 4 世紀の前期古墳時代の大
「精神構造」論としての天皇制－赤坂憲雄の天皇制論の整理・検証を通して－ 
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はなく、朝鮮経由の北方騎馬民族系の伝統的支配（カリスマの日常化・世襲化）を根付かせるため
に中国皇帝の権威を利用したと解釈すべきだろう。水林（2006）が中国黄河文明的な天地観を、
借り物とは言え 5 世紀に位置づけようとした立論には相当に無理があると言わざるを得ない。 
 筆者は上記のような諸家の議論を総合して、①弥生時代～ 4 世紀までは長江文明の影響を受けた
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したがって、“国民の意志（the will of the people）は一つ．．の．全体．．意志．．であって個々人の個別的な
意志ではない”。そして、“総体性としての統一”において、個別的意志とは異なる次序に属する全
「精神構造」論としての天皇制－赤坂憲雄の天皇制論の整理・検証を通して－ 
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「尊皇思想」論の構造的欠陥があるといえよう（『天皇論を読む』；52-54頁）。      
「精神構造」論としての天皇制－赤坂憲雄の天皇制論の整理・検証を通して－ 
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の理由であるともおもえる。      
 
「精神構造」論としての天皇制－赤坂憲雄の天皇制論の整理・検証を通して－ 
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一方的に「祀られる神」である。第二の次元は不定な「カミ A 」を祀る「カミ B 」の次元である。
第二の次元の神（カミ B ）は不定なカミ A を祭祀する者としての「祀る神」であり、カミ B は被支
- 110 -
現代福祉研究 第16号（2016. 3） 
 - 112 -
配者大衆（農業民）に不定なカミ A の意思を伝え・媒介する「通路」として働き、「神聖性」を身
に纏うわけである。第三の次元は、[カミ A （祀られる神）とカミ B （祭祀者・媒介者である「通
路」としての神）］という、神の複合体を崇敬の念をもって（あるいは崇敬の念を持つように記紀
神話の著者から教唆されて）祀る被支配者大衆（農業民）の次元である。つまり、そこには密やか
な形で [カミ A（異界存在として祀られる不定の神）とカミ B（不定なカミ A を祀る祭祀者の「通





















































（内的体験の領域の「素直」）／素直 B （対人関係の領域の「素直」）] ―が形成される。和辻哲郎
の天皇制論と丸山眞男の天皇制論は、しばしば逆立した関係にあると言われるが、それは筆者の
『「すなお」コンプレックス』でうまく説明できる。 
 和辻の天皇制論の核心とも言える「カミ」論や「通路としての聖性」は「素直 A 」を何とか論じ
ようとしていることは明らかだが、彼の議論は文化特異性に偏奇していて素直 A の普遍性がうまく
捉えられていない。その結果、素直 A と素直 B という次元の異なる事象を無批判・無意識的に重ね
合わせる議論となってしまい『「すなお」コンプレックス』の渦の外側にうまく出られないのであ
る。つまり、和辻の場合、素直 A →素直 B の方向で混同が起きている。和辻と正反対なのが、丸山
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眞男の天皇制論である。丸山の議論の焦点は明らかに素直 B にあり、彼は『「すなお」コンプレッ

















































かわりの在り様）」が、素直 A を醸成し、素直 B を極力排斥する形で組み立てられている点は何よ
りこれを物語っている。しかし、日本生まれの「独創的」な精神分析理論―甘え理論、阿闍世コン
プレックス論―がいずれも素直 A を欠いた依存的な相互関係性（すなわち素直 B ）を軸に組み立て
られており、しかもそれで精神療法の自己洞察（素直 A ）を論じようとしていることは驚くべきこ
とである（詳しくは拙書―長山2001、長山・清水2006―を参照）。日本人の「精神構造」にかかわ
る精神療法の専門家ですら、『「すなお」コンプレックス』の区分けが出来ず、素直 B と素直 A を混
同していることを見れば、日本人にとってこの二つを理論的に区分けする作業がいかに難しいかが
分かる。 
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